
 1 

令和５年第１０回中津川市教育委員会（定例会）議事録 

 
 

日    時  令和５年９月２０日（水） 午後１時３０分～ 

 

場    所  にぎわいプラザ ４－１会議室 

 

出席委員  教育長  岩久 義和 

              委 員  田島 雅子 三尾 和樹 山本 亮 

 

事務職員  三宅事務局長・氷室教育次長（兼）学校教育課長・河合事務局次長

（兼）教育企画課長・松井文化スポーツ部長・吉村文化スポーツ部

次長（兼）文化振興課長（兼）市史編さん室長・松原教育研修所

長・伊藤施設計画推進室長・安江幼児教育課長・青木発達支援セン

ターつくしんぼ所長（兼）発達支援センターどんぐり所長・園原阿

木高等学校事務長・渡邉文化スポーツ部対策官・早川生涯学習ス

ポーツ課長（兼）少年センター所長・青木図書館長（兼）蛭川済美

図書館長・小池中央公民館長・宮嶋鉱物博物館長（兼）東山魁夷心

の旅路館長 

 

会議日程  １ 開            会 

      ２ 前回議事録の承認 

      ３ 教 育 長 報 告 

      ４ 議            事 

      ５ 閉 会 

 

  

日程 議  事 件    名 結 果 

第１ 報第７号 
中津川市遠距離通所児通所費支給規則の廃止につ

いて 
承 認 
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■教育長 本日は、橋本委員が欠席ですが、３名の委員の出席を得ましたので、委

員会は成立いたしました。ただいまから令和５年第１０回中津川市教育委員会を開

催いたします。 

 日程第２、前回議事録の承認につきましては回議とします。 

 続いて日程第３、教育長報告をします。前回以降に出席した主な行事を中心に報

告します。 

 ８月１７日、１８日は、岐阜県都市教育長会夏期研修会を当市で開催しました。

研修２日目には、県内２０市の教育長さん方に新福岡小学校を見学していただき、

また、苗木遠山資料館では前田青邨の作品を鑑賞していただきました。また、１８

日の午後は、南幼稚園で来年度の統合のために行なっている改修工事の状況を確認

しました。２２日は小諸市で開催された「第８１回藤村忌」に、就任して初めて出

席しました。２３日は生徒会サミットを市議会議場をメイン会場として久しぶりに

集合型で開催しました。委員の皆さんにもご出席いただきました。ありがとうござ

いました。２８日は福岡小学校に出向き、「入校式」を見届けてきました。２９日

は９月市議会に出席しました。 

 ９月に入り、１日夜、にしこまの森こども園に出かけ、「キラキラ流れ星会」を

参観してきました。特色ある取組を拝見し、今後も機会を得て法人園にも積極的に

お邪魔したいと強く思いました。４日は東濃地区教育長会、７日と８日は市議会一

般質問、１２日は文教民生委員会、１３日は校長研修会、１５日は予算決算委員会

に出席しました。 

 なお、教育長訪問は苗木保育園と中津川幼稚園、南幼稚園、蛭川小中学校、南小

学校、第一中学校で実施しました。 

 続いて、今後の主な行事です。 

 ９月２１日は教頭会に出席します。２２日は市議会本会議に、２６日は岐阜県市

町村教育委員会連合会役員会に出席します。２７日は決算認定のための予算決算委

員会とサマー・サイエンス・スクールに係る末松実行委員長と市長との懇談にリ

モートで同席します。３０日は苗木小学校と阿木小学校の運動会を訪ねます。 

 １０月は、２日に市議会最終日、７日は東濃地区スポーツ推進委員研修会、９日

は中津川市総合体育大会開会式と第３０回飛騨美濃歌舞伎大会なかつ川２０２３に

出向きます。１１日は校長研修会と安心安全まちづくり市民会議に出席します。１

２日は、岐阜県教育委員会のスクールミーティングが本市で開催され､堀教育長を

はじめ県教育委員会の幹部の皆さんがみえますので、会場校である第一中学校に出

向きます。１４日土曜日は福岡小学校の運動会を参観します。 

 最後に､次回の定例会までに行う教育長訪問については、保育園では福岡保育園
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と中津川保育園に、小中学校は、坂本中、坂本小、西小、山口小、川上小、付知北

小、付知南小を訪問する予定です。お時間があれば児童生徒の様子を見ていただけ

るとありがたいと思っています。私からは以上です。 

 次に、事務局及び文化スポーツ部からそれぞれ報告します。 

三宅事務局長。 

■事務局長 初めに、新福岡小学校は８月２８日の夏休み明け集会を無事に迎える

ことができ、その後の学校生活も順調に行われています。これまで教育委員の皆様

にはご心配をお掛けいたしました。 

 前回以降の主な出席行事について、報告します。 

 ８月１７日と１８日に県都市教育長会夏期研修会、２１日に市長・議長による県

への要望、２２日に保育士採用面接試験、２３日に生徒会サミット、２４日に定例

記者会見と教育研究会教育講演会、２５日に四役・部長会、２８日に福岡小学校の

オープニングセレモニー、１３日に校長会と幼児教育・保育施設運営協議会、１９

日に市指名審査委員会に出席しました。 

 続いて、教育長訪問ですが、８月２５日に苗木保育園、９月５日に蛭川小と蛭川

中、６日に中津川幼稚園と南幼稚園、１１日に南小、１９日に一中が行われました。

今後は、９月２９日に坂本中、１０月４日に坂本小、５日に西小、６日に福岡保育

園、１０日に中津川保育園、１６日に山口小と川上小、１７日に付知北小と付知南

小が予定されています。 

 続いて、９月市議会です。８月２９日に本会議初日、３０日に一般質問締切、７

日と８日に一般質問、１２日に文教民生委員会、１５日に予算決算委員会が行われ、

今後は、２２日に本会議、２７日に予算決算委員会、１０月２日に本会議最終日を

迎える予定です。 

 ９月７日・８日の一般質問では５人の議員からご質問がありました。田口文数議

員からは「熱中症対策について」、田中愛子議員からは「不登校について」、黒田

ところ議員からは「新福岡小学校について」、これは、使用が始まったことと建設

遅延等に関する損害賠償についてです。櫛松直子議員からは「パートナーシップ制

度に関する行政サービスについて」、鷹見憲三議員からは「新福岡小学校遅延問題

について」ご質問をいただきました。 

 今後の予定です。９月２７日に市長と末松先生とのウェブ面談、１０月６日に

「木の日の要望」、１１日に校長会と中津川市安全・安心まちづくり市民大会が予

定されています。以上です。 

■教育長 続いて、文化スポーツ部からお願いします。 

松井文化スポーツ部長。 
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■文化スポーツ部長 文化スポーツ部に関わる主な行事や事業について報告します。 

 ８月２１日、全国高等学校女子硬式野球ユース大会が、昨年に引き続き中津川公

園野球場で開催され、教育長に始球式を行なっていただきました。この大会には全

国５２校が出場し、年々参加校も増えているという報告を受けました。また、中津

川市出身の選手も全国の高校のチームで活躍しています。８月２３日、全国中学生

カヌースプリット選手権大会で３位に入賞した第二中学校３年生の有賀太志（たい

し）君の報告会がありました。８月２４日、中津川市文化協会長会議で、各協会の

活動計画などについて協議、報告されました。８月２８日、全日本こどもの歌コン

クール（重奏・合唱部門）で銀賞を受賞した坂本小学校４年生で多治見少年少女合

唱団に所属する中川詩音（しおん）さんの報告会が文化会館ロビーで開催され、ペ

アを組んだ多治見市精華小学校５年生の佐分利幸多（さぶり こうた）君と息の

合った歌声を披露してくれました。８月３０日、第１５回岐阜県民スポーツ大会に

出場する中津川市選手団２８４名の結団式が開催されました。今回は２４競技に出

場し、上位入賞が期待されています。 

 ９月３日、Ｕ１５アジアレスリング選手権大会の５４㎏級で優勝した第二中学校

３年生の小川璃苑（りおん）さんと、Ｕ１７世界レスリング選手権大会で優勝した

中京高校２年生の小川凜佳（りんか）さんの優勝報告会と併せ、全国少年少女レス

リング選手権大会で優勝した西小学校６年生の小川璃久（りく）君と３位に入賞し

た東小学校４年生の辻村亮輔君の報告会が、ひと・まちテラスで開催されました。 

なお、小川凜佳さんには中津川市民栄誉賞、妹の小川璃苑さんには中津川市民功績

賞を授与しました。また、全国少年少女レスリング選手権で上位入賞をした２人に

は子ども金メダルの授与も併せて行いました。 

 ９月７日、８日、市議会（一般質問）では、文化スポーツ関係では、ひと・まち

テラス（図書館）開設について、各種団体や司書の意見の反映状況について黒田議

員からご質問をいただきました。９月１０日、市民文化芸術鑑賞事業「ウラシマコ

タロウ」があり、演劇ストーリーの中で地元の子供たちの４団体、タフＪ、少年少

女合唱団、中津川太鼓保存会、にしこまの森が出演するなど、スペシャルな舞台と

なりました。田島委員にも会場で出会うことができ、大変良かったという意見を頂

きました。９月１３日、平成２３年度から中津川市で開催している、日本サッカー

協会と協定を交わして実施している「夢の教室」のアンバサダーのサッカー日本代

表長島昭浩さんの市長面談がありました。この事業は、市内の小学校５年生を対象

に、トップアスリートが自らの体験を基に「夢先生」として、「夢を持つこと、そ

れに向かって努力することの大切さや、仲間との協力や助け合うことの重要性」等

を講義と実技で伝えるもので、実施後には子供たちの意識が大きく向上するなど効
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果を上げています。令和４年度までに８５１６人が受講しています。 

 ９月１４日、ダンスの全国大会で総合優勝した苗木中学校３年生の舟橋由莉さん

と、ジュニアＡヒップホップ部門で２位に入賞した西小学校５年生の小倉咲さんの

報告会がありました。９月１５日、国民体育大会のレスリング競技に出場する中京

高校２年生の小川凜佳さんの激励会が開催されました。高校生ですが成年女子の部

５３㎏級に出場します。９月１９日、第１回日本遺産木曽路サミットが馬籠宿で開

催され、木曽路沿道の８自治体の首長が参加し、構成文化財を活用した観光振興策

について考える場となりました。 

 今後の予定です。９月２４日、宝くじ文化公演ラグジュアリーコンサートが文化

会館であります。委員さんにもご観覧いただければありがたく思います。９月２６

日、２７日、部活動地域移行に向けた方針や今後のスケジュールについて市内部活

動、スポーツ関係団体への説明会を開催します。１０月９日、中津川市総合体育大

会開会式、第３０回飛騨美濃歌舞伎大会が常盤座で開催されます。出演される山本

委員以外には案内状を郵送しましたので、こちらも併せてよろしくお願いします。

以上です。 

■教育長 ただいまの報告につきまして、何かご質問等がありましたらお願いしま

す。 

 田島委員。 

■田島委員 三宅事務局長の報告で、８月２１日の市長、議長による県への要望に

ついて、教育委員会関係で何か要望をされたのでしょうか。 

■教育長 三宅事務局長。 

■事務局長 統廃合に向けた支援について要望しました。もう一件は、専門科高校

の存続についての要望です。県からの回答は「地元である市としっかり協議してい

きたい」ということでした。 

■教育長 ほかはいかがですか。 

 松井部長からの報告について、田島委員、何かご意見ございますか。 

■田島委員 「ウラシマコタロウ」はとても面白い企画でした。ただ演劇を観るだ

けではなく、地元の芸能団体に出演いただくということでした。うちの中津川太鼓

も出させていただきましたが、企画が浸透してなかったのがとても残念でした。ど

ういうものか分からないお知らせだったので、なかなかエントリーできませんでし

た。ピックアップで入れていただき、やっと企画の内容が分かりました。 

 中津川市は山口に乙姫や浦島という地名もあり、木曽には浦島太郎が寝覚めたと

いう寝覚めの床もあるので、地域性をもっと文化会館からアピールすればもっと楽

しい会になったと思います。もったいなかったと思いました。私は楽しめました。 
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■教育長 コーディネートは、誰が務めたのですか。 

■文化スポーツ部長 コーディネートといいますか、文化会館で事業の選定をして

いますが、プロの演劇グループが企画を組みました。プロの演劇をやっている人た

ちが地域の郷土芸能、子供たちの文化を何とか支援したいという思いの企画だった

と思います。私はそこに非常に感心しました。チラシも若干分かりにくく、４団体

がメインに出てしまって、４団体の発表のイベントのような印象も受けるものだっ

たので、もう少しメインのウラシマコタロウのことを出した方がいいと思いました。

文化会館もそういう思いも持っていましたので、次につながっていくと思っていま

す。 

■教育長 田島委員。 

■田島委員 補足します。中津高校の演劇部を前の日のリハーサルから招待してく

れ、最後まで裏方から何もかも見せてくれ、終わってからの交流も少しあったとい

うことです。そういう発信の仕方も面白いと思います。もっとアピールしてほしい

と思いました。 

■教育長 来年度以降につながる取組の第一歩ができたということだと思います。

ご意見ありがとうございます。 

 ほかはいかがですか。 

 ご質問等がないようでございますので、日程第４、議事に入ります。議事日程第

１、報第７号「中津川市遠距離通所児通所費支給規則の廃止について」提案説明を

お願いします。 

 安江幼児教育課長。 

 

〔 事務局から資料に基づき説明 〕 

 

■教育長 ただいまの説明につきまして、ご質問、ご意見等がありましたらお願い

します。 

 田島委員。 

■田島委員 廃止には賛成です。理由について、資料に「保護者による送迎は園で

の様子を職員から保護者に直接お伝えするための必要な機会である」という理由が

書いてあります。もう誰もバスを利用してないということなので問題ないと思いま

すが、子供たちは担任の先生から離れて、担任ではないバス係の先生がずっと送っ

ていたわけですよね。そのため、担任から親に今日一日の様子を知らせることがで

きていなかった。それを、知らせることができるように、親に送迎してもらうこと

とした。今、全員、親が送迎しているのですね。分かりました。 
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 私は市立の保育園の一部しか知らないのですが、お迎えの時間に、玄関で担当の

保育士さんが親に一生懸命今日一日のことを伝えている光景をよく見ます。玄関が

狭いので表に出てしゃべったりしています。親御さんは、子供の一日の様子を聞く

ことを習慣にしているようです。自分の子供が出てきても、順番待ちをして先生か

ら一日の様子を聞いてから連れて帰っています。これは非常に大事なことだと思い

ます。ただ預けてただ引き取るだけではなく、先生は一日の様子を聞いてもらいた

い、保護者は聞きたいという習慣付けは大事なことだと思います。 

 これからおむつの持ち帰りもなくなるので、健康面でのお知らせもたくさん出て

くると思います。迎えが集中したときの対応や、親に知りたいと思わせる導きを再

認識して行なっていただきたいと思います。 

■教育長 安江幼児教育課長。 

■幼児教育課長 園での出来事を保護者に伝える時間は、朝も、保護者も時間がな

い中で家であったことや体調を伝えたりする大事な機会だと捉えています。おむつ

の件も、体調が悪いときには伝えなければいけないので、どう伝えるかも園長会な

どで諮りながら行なっていきたいと思っています。 

■教育長 三尾委員。 

■三尾委員 通園バス補助事業を一度廃止すると、もう復活しないと捉えていいで

しょうか。 

■教育長 安江幼児教育課長。 

■幼児教育課長 復活することは考えていません。 

■教育長 三尾委員。 

■三尾委員 付知では、保育園バスが走るのを今まで当たり前のように見てきまし

た。そういえば、この頃は見ていないと感じました。これは、少子化による当然の

現象なのか、保護者の全員送迎ができる状況にあるということが、これからもずっ

と続くという見通しの下に行なわれるのか、教えてください。 

■教育長 安江幼児教育課長。 

■幼児教育課長 バスで送迎していたのは、旧町村の加子母、付知、福岡、蛭川で、

坂下は規則に則り４km 以上の人が定期バスを利用して通園していました。子供が一

人で定期バスに乗っていたということになります。今回の規則の廃止は、坂下地域

のバスの補助をやめるというものですが、スクールバス登園については、当初やめ

るときに、家に車が１台しかなかったりして送れないという話もありました。でも、

少子化に伴ってスクールバスに添乗する保育士不足もあり、何より、園で先生と保

護者のコミュニケーションをとる時間を大切にするということでご理解をいただき、

この方法でやることになりました。 
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 今後も、親が送迎するという前提で行なっていきたいと思っています。 

■教育長 田島委員。 

■田島委員 保育園を訪問すると、入口がたくさんあるところがあります。園長に

よっては、「入口がたくさんあっていいでしょう」とおっしゃいますが、たくさん

入口があると危ないです。そういう危機感を持っていただけるといいと思います。

低いフェンス、開け放しの門、鍵のない門が多々あります。思いもよらないことが

起きる世の中になったので、防犯意識も高めていただき、物理的にも何かケアして

ほしいとずっと思っています。 

■教育長 安江幼児教育課長。 

■幼児教育課長 防犯意識は必要です。園長会などでも危機管理については毎回勉

強しています。現場が伴っていない部分があるので、予算を見ながらやりたいと思

います。落合保育園では寄附をいただき防犯カメラを付けています。全園で検討し

ていかなければいけないと思っています。 

■教育長 三宅事務局長。 

■事務局長 私も幼保に教育長訪問で同行して、法人園と比べると防犯が施設的に

甘いと思いました。必要最小限のものは何とかしていきたいですし、田島委員の指

摘の園長の話についても、防犯意識が高まるよう、園長会等で話していきたいと思

います。 

■教育長 防犯に関しては教育委員会が設置者なので、設置者の私たちの目で確か

めることは当然ですし、施設管理は園長に権限を委ねているので、園長の指導の下、

職員皆で日々チェックしていくことは大事ですが、専門性ということで警察署員に

お力を借り、警察の目で施設のチェックをしていただく機会も作っていくといいと

思います。こういうことに関しては警察は強力を惜しみません。専門的知見の下で

施設の点検をしていただき、欠けているところがあればしっかり手当てしたいと思

います。また検討しましょう。 

 ほかはよろしいですか。 

 ご意見、質問等がございませんので、ご異議がなければ、報第７号については承

認ということでよろしいでしょうか。 

 

〔 異議なし 〕 

 

■教育長 報第７号「中津川市遠距離通所児通所費支給規則の廃止について」は、

原案どおり承認とします。 

 これをもちまして本日の議事はすべて終了しました。委員の皆さん、ありがとう
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ございました。 

 それでは、事務局から次回の開催日程について報告してください。河合事務局次

長。 

■事務局次長 次回開催日は、令和５年１０月１８日、水曜日１３時３０分から、

にぎわいプラザ４－１会議室にて定例会を開催いたします。 

■教育長 次回は、令和５年１０月１８日、水曜日、１３時３０分からにぎわいプ

ラザ４－１会議室にて定例会を開催いたします。 

 以上で令和５年第１０回中津川市教育委員会を終了といたします。お疲れさまで

した。 

〔 閉  会（午後２時８分）〕 


